
3

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
【
表
２
】
【
グ
ラ

フ
２
】
参
照
）
。

使
い
み
ち
が
自
由
な
お
金
（
『
一
般
財

源
』
と
い
い
ま
す
）
の
代
表
的
な
も
の
が

市
税
と
地
方
交
付
税
（
４
㌻
財
政
用
語
解

説
②
参
照
）
で
す
。

こ
の
合
計
が
収
入
の
約
　
・
４
％
を
占

５８

め
て
お
り
、
市
は
こ
の
財
源
を
も
と
に
補

助
金
や
市
債
な
ど
を
活
用
し
て
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

市
税
は
、
景
気
後
退
の
影
響
や
固
定
資

産
の
評
価
替
え
な
ど
に
よ
り
約
１
億
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
は
、
新
た
な
算
定
費
目
の

追
加
な
ど
に
よ
り
前
年
度
と
比
べ
る
と
１

億
６
千
　
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す

2１0

が
、
臨
時
財
政
対
策
債
（
４
㌻
財
政
用
語

解
説
②
参
照
）
を
含
め
た
実
質
的
な
地
方

交
付
税
（
４
㌻
【
表
３
】
参
照
）
は
、
国

の
三
位
一
体
の
改
革
に
伴
っ
て
地
方
交
付

税
総
額
が
抑
制
さ
れ
る
前
の
平
成
　
年
度

１５

と
の
比
較
で
は
７
億
３
千
　
万
円
も
減
額

5７８

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
一
般
会
計
の
決
算
の
状
況

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

平
成
　
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は

２０

　
億
１
千
　
万
円
、
歳
出
総
額
は
　
億
３

１８３

２６２

１７７

千
　
万
円
で
、
歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
５

３１２
億
７
千
　
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う

９４９

ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
と

な
る
１
千
　
万
円
を
差
し
引
い
た
収
支

７４６

（
実
質
収
支
）
は
５
億
６
千
　
万
円
と
な

20３

り
ま
し
た
。

こ
の
黒
字
額
は
繰
り
越
さ
れ
、
平
成
　２１

年
度
の
歳
入
（
繰
越
金
）
に
な
り
ま
す
。

【表２】平成２０年度一般会計決算の
　　　　歳入内訳（前年度比較）

　増　減　平成１９年度平成２０年度　 費　 目　

△ １．０億円５６．４億円５５．５億円市 税

１．６億円４９．８億円５１．５億円地 方 交 付 税

△ ２．１億円３０．８億円２８．７億円国・道支出金

△ １．３億円１５．１億円１３．８億円市 債

△ ６．３億円３９．９億円３３．７億円そ の 他

△ ９．０億円１９２．１億円１８３．１億円合 計

【グラフ２】一般会計歳入予算全体に
　　　　　　占める割合

平成20年度平成20年度

18.4％18.4％

15.7％15.7％

28.1％28.1％

30.3％30.3％ 29.4％29.4％

25.9％25.9％

16.0％16.0％
7.9％7.9％

20.8％20.8％

7.5％7.5％

平成１9年度平成１9年度

市税市税
地方交付税地方交付税
国・道支出金国・道支出金
市債市債
その他その他

財
政
用
語
解
説

財
政
用
語
解
説
①①

【
特
別
会
計
】

特
別
会
計
と
は
、
例
え
ば
給
食
費
で
給

食
の
材
料
費
を
賄
う
よ
う
な
、
特
定
の
収

入
（
給
食
費
）
を
も
っ
て
特
定
の
支
出

（
給
食
の
材
料
費
）
に
充
て
る
よ
う
な
事

業
に
つ
い
て
、
そ
の
収
支
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
一
般
会
計
と
切
り
離
し
て
経
理

（
財
布
を
分
け
る
）
し
て
い
る
も
の
を
い

い
ま
す
。

煙
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
医
療
費
を

負
担
（
７
割
～
９
割
）
す
る
事
業
の
ほ

か
、
各
種
検
診
の
助
成
や
健
康
づ
く
り

な
ど
の
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

煙
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

市
内
の
小
・
中
学
校
や
保
育
所
に
給

食
を
調
理
・
配
送
し
、
子
ど
も
た
ち
に

必
要
な
栄
養
を
考
え
た
給
食
を
提
供
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

煙
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

都
市
基
盤
整
備
の
一
環
で
あ
る
公
共

下
水
道
の
施
設
整
備
と
管
理
運
営
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
整
備
区
域
外
で

は
、
市
民
の
要
望
に
よ
り
市
が
浄
化
槽

を
設
置
・
維
持
管
理
を
す
る
『
個
別
排

水
処
理
施
設
整
備
事
業
』
を
行
っ
て
い

ま
す
。

煙
老
人
保
健
特
別
会
計

高
齢
者
の
医
療
費
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
医
療
費
の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

※
平
成
　
年
４
月
か
ら
は
、
老
人
保
健
制

２０

度
が
廃
止
さ
れ
、
『
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
』
が
始
ま
っ
た
た
め
、
平
成
　
年
２０

度
は
 遡
 
そ

 及
 請
求
分
を
負
担
し
ま
し
た
。

き
ゅ
う

煙
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

札
内
地
区
な
ど
へ
の
水
道
水
の
供
給
、

施
設
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

煙
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
法
に
基
づ
い
て
、
介
護
が

必
要
な
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

煙
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
特
別
会

計
カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー

場
を
運
営
し
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
と
観
光
振
興
、
カ
ル
ル
ス
地
区

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

煙
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
歳
以
上
の
方
な
ど
を
対
象
に
、
北

７５
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
保

険
者
と
し
て
運
営
す
る
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
事
務
の
う
ち
、
市
は
保
険
料

の
徴
収
や
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
企
業
会
計
】

企
業
会
計
と
は
、
市
が
独
立
採
算
制
を

原
則
と
す
る
企
業
的
色
彩
の
強
い
事
業

（
地
下
鉄
、
バ
ス
、
水
道
、
病
院
な
ど
）

を
行
う
場
合
に
、
地
方
公
営
企
業
法
の
規

定
に
基
づ
い
て
設
置
す
る
会
計
で
す
。

登
別
市
で
は
水
道
事
業
会
計
が
こ
れ
に

当
た
り
ま
す
。

煙
水
道
事
業
会
計

安
全
で
良
質
な
水
の
供
給
や
配
水
管

の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
収

一
般
会
計
の
収
支支

歳
入
の
内

歳
入
の
内
容容

次
に
、
一
般
会
計
の
歳
入
の
決
算
内
容

特集 財政公表　平成20年度の決算状況




